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モンゴル国ゴビ砂漠の上部白亜系より産出したシナミア属（条鰭綱）

の化石に関する分類学的検討 
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１．はじめに 

ゴビ砂漠南東部に分布する上部白亜系バインシレ層

は，恐竜類を含め脊椎動物化石が多産することでよく

知られている．しかしながら，本層に保存されている

化石は一般に保存において乏しいため，当時の動物相

の種多様性に関する知見の蓄積は，ゴビに分布するほ

かの後期白亜紀のものと比べると乏しい状態にある．

こうした背景のもと，2019年にバインシレにおいて実

施されたモンゴル科学アカデミー古生物学研究所と岡

山理科大学との共同発掘調査（Ishigaki et al., 2019）に

おいて，未報告の条鰭類の化石が発見された（久保，

未公表データ）．これらの分類学的帰属について予察

的に検討したところ，シナミア属（条鰭綱アミア目）

を含むことが強く示唆された．バインシレ層産の水生

脊椎動物としては，これまでにヒボダス類（軟骨魚綱

板鰓亜綱）のほかは単に硬骨魚類と同定された化石の

記録しか知られていない（Averianov and Sues, 2012）．

このため，バインシレ産の魚類化石は，シナミア属の

白亜紀における多様化だけでなく，バインシレ層堆積

時の陸水生態系を明らかにするうえでも重要な知見を

もたらす．しかしながら，2019年に発見された魚類化

石は，保存において乏しいため，その分類学的位置づ

けを明らかにするために，追加標本の発見が強く望ま

れていた． 

今回，モンゴル科学アカデミー古生物学研究所と岡

山理科大学との共同発掘調査で発見された未検討の魚

類化石について検討したところ，アミア目を含む部分

化石が確認された．本報告では，こうした標本を対象

に分類学的検討を行った結果について述べてみたい． 

 

２．研究材料と方法 

本研究で検討を行った標本は，モンゴル国ゴビ砂漠

の南東部に位置するバインシレより産出したもので，

モンゴル科学アカデミー古生物学研究所に収蔵されて

いる．バインシレは，ゴビ砂漠東部を中心に広く分布

するバインシレ層の模式地としても知られており，そ

の地質年代は後期白亜紀セノマニアン～サントニアン

期と考えられている．本研究では，2017年の調査

（Ishigaki et al., 2017）で発見された条鰭類の椎体化石

９点と2022年の調査（Ishigaki et al., 2022）で発見され

た右主鰓蓋骨化石１点を対象として分類学的検討を行

った．比較にあたっては，基盤的な条鰭類の形態形質

に関する先行研究のデータ（Grande and Bemis, 1998; 

Kim et al., 2022）と2019年にバインシレで発見されたシ

ナミア属化石のレプリカを用いた． 

 

３．結果と考察 

椎体化石９点のうち８点は，背側において神経弓と

の関節面が砂時計型を呈すことと側方に側方窩をもつ

ことから，アミア目シナミア科に帰属する（Grande and 

Bemis, 1998）．これらの椎体は，頭尾側観においてい

ずれも側方に広いことから，胴椎と考えられる（Grande 

and Bemis, 1998）．残念ながら，これらの椎体について

属レベル以下の分類に耐えうる形質は確認できなかっ

た．残りの１点の椎体（図１）は，背側における神経

弓基部との関節面が陥没することと椎体と癒合した横

突起をもつことなどから，アロワナ上目に帰属する

（Kim et al., 2022）．当該標本は横突起が側方に伸長す

ることから，胴椎と考えられる（Kim et al., 2022）．ま

た，神経弓の関節面が小さく円形で，神経弓関節面の

前後に中央背側窩がみられることなどから，モンゴル・

西ゴビの上部白亜系より知られるHarenaichthys lui 
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（Kim et al., 2022）や中国・寧夏の下部白亜系より知ら

れるXixiaichthys tongxinensis（Jiang-Yong, 2004）などの

基盤的なアロワナ上目に近縁な種と考えられる．右主

鰓蓋骨化石（図２）は四角形の板状を呈し，後縁と腹

縁が比較的長いことなどから，アミア目に帰属し，さ

らに表面装飾が発達していることやシナミア属と類似

するガノイン鱗が付近から多数産出していることから，

シナミア科シナミア属に同定される（Yabumoto, 2017）．

装飾を持つシナミア属としては，S. poyangicaとS. 

chinhuaensisが知られるのみ（Yabumoto, 2017）で，ど

ちらも線状の装飾をもつが，本標本は不連続な隆条か

らなる装飾をもつ点で上記の２種とは異なる．以上の

結果は，バインシレ層堆積期におけるバインシレ一帯

に，シナミア属の未記載種とアロワナ上目が分布して

いたことを示唆している．バインシレ層産の魚類化石

についての知見は現在のところきわめて乏しいが，今

後の継続的な発掘調査による標本の蓄積と，シナミア

属やアロワナ上目の化石の分類学的位置づけや当時の

淡水生脊椎動物相の種構成に関する知見の充実が強く

望まれる． 
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図１．アロワナ上目の胴椎．A，頭側； Ｂ，尾側；

Ｃ，背側；Ｄ，腹側；Ｅ，右側；Ｆ，左側；ａ，陥

没した神経弓基部との関節面；ｂ，椎体と癒合し

た横突起． 

図２．シナミア属の右主鰓蓋骨の外側面．不連

続な隆条からなる表面装飾が確認できる． 
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